































































 23 年 4 月から 7 月までは、被災者の避難所となっていた大街道小学校の再開のための支援活動を
最優先に、被災地の生活環境を整える手助けとして、その学区の瓦礫撤去作業を行った。 
 5 月には、より多くの学生がボランティア活動に参加できるように、また、少しでも瓦礫撤去等
が進むように『One Day 弾丸ツアー』を実施した。これは、「前夜 8 時に松本大学を出発、バス
内で一夜を過ごし、朝 7 時から夕方 4 時まで 7 時間瓦礫撤去・泥出し作業を行い、夜中零時に松本




















 また、平成 24 年 3 月には本学と交流のある台湾の福祉団体のメンバーと被災地へ花（松本市の













・「心のケア」支援で 5 月から 3 月まで石巻へ通った 2 名のカウンセラーの呼びかけにより「心の




















































成 24 年度（復興支援）被災者に対する生活支援活動事業補助事業」として認められ、約 300 万円
の補助金が受けられることになったのである。 
 また、「第 2 回チャリティー ラブ イズ アロハ」を山根宏文教授と山根ゼミが企画、昨年に
続き活動資金として寄付していただいた。 














1 回の活動スケジュールは、早朝 7 時頃松本を出発、13 時頃に石巻到着。14 時～16 時まで学習
支援、あるいはカウンセリング。次の日学生達は午前中、小学校から依頼された作業を行い、13 時
～16 時まで学習支援。カウンセラーは 8 時 30 分～16 時まで相談や授業参観などを行い、昼食は小


























 学生達は、月に 2 回（1 回 2 日）のペースで大街道小学校へ通い、放課後児童達の宿題や自主学
習の相手をしてきた。 
  訪問回数 22 回（44 日）  参加学生数延べ 145 名  参加児童数延べ 2034 名 
  （内訳：1 年生 236 名 2 年生 325 名 3 年生 415 名 4 年生 420 名 5 年生 259 名  
       6 年生 379 名 合計 2034 名） 




















①放課後の勉強会に参加する児童が固定かしつつある。この点は、良いのか悪いのか現時点では判   
 断が難しい。しかし、必ず参加する児童がいるということは、評価に値すると考える。 
②木曜日・金曜日の放課後、松本大学のお兄さんやお姉さんが来ている時は、勉強してから帰宅す 

































・5 年生の○○君と 6 年生の○○君と、コミュニケーションが苦手みたいなので対応を考える。 
・4 年生の○○君が何時もうるさくて、それを注意する女の子の○○さんは手がでる。 
























 本学の実施しているカウンセリングは平成 23 年 5 月にカウンセリング開始当初より常に同じカ
ウンセラーが担当しており、被災地の皆さんから厚い信頼を寄せられている。 
 平成 24 年度 2 年目のカウンセリングは、保護者・児童は勿論、教職員のニーズの高まりに合わ
せ、更に児童・生徒・保護者・教職員のこころに寄り添う支援の実践と研究を中心に据え、引き続
き松本大学健康安全センター臨床心理士が専門に関わりを持つことでスタートした。 
 4 月当初より 1 年間の日程を組み月 1 回の訪問計画の下で行うこととした。 
     2 年目 2本の『絆の木』に成長！          『しりとり』をしよう！ 











 ③第 2 回児童・保護者アンケート調査 
④教職員アンケート：臨床心理士としてできる後方支援のあり方の研究と実践  
 ⑤サマ―キャンプ付き添い・相談 
 ⑥『絆の木』2 本目制作 
 ⑦絆は消えない『子ども達の心を守るためにもう一度』のリーフレット作成し全家庭に配布又、
石巻市教育委員会へも持参し市内への啓蒙をお願いした。 
 24 年度は年間で 11 回（22 日）訪問した。電話・メールによる相談は 12 件であった。年間通し
ての相談件数は、児童の相談が 26 件、教職員 48 件、保護者 38 件。その他、コンサルテーション、
授業参観、アンケートに関するアドバイス、資料提供などを実施してきた。同行した学生達による







月 ４ 月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計
回数 １回 １回 １回 １回 １回 １回 １回 １回 １回 １回 1回 １回
１２回
（２５日）
児童相談 0 0 1 1 8 3 3 3 2 1 1 3 26
教員相談 8 5 3 3 2 2 7 2 2 3 6 5 48
保護者相談 0 5 3 2 1 3 7 4 1 2 5 5 38
コンサルテーション 14 6 4 3 0 5 6 9 4 8 6 8 73
授業参観 4 2 5 3 0 5 2 3 3 3 2 2 19
リラクセーション(G.C) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0
アンケートに関する相
談 1 0 0 1 0 6 1 0 0 1 1 0 11
資料提供 0 0 1 2 0 2 1 0 4 0 2 2 14
学生による心の支援 2 2 2 2 3 2 0 0 0 0 0 0 13
避難所・仮設訪問 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
合計 29 20 19 17 14 28 27 21 16 18 23 26 258
152 
  
3）児童・保護者 2 回のアンケート結果集計 
結果は 23 年度：8.2％（1 年目阪神淡路大震災 9％）、24 年度：5.4％だった。 
『震災PTSD 可能性 5％』松本大学臨床心理士 2 年間の児童アンケートをまとめた。 



















































で行われている。5 月からほぼ 1 週間に 1 回のペースで同小を訪れ、約 100 人に勉強や宿題を教え
る一方、カウンセリングなど心のケアにも貢献。保護者から感謝の言葉が寄せられている。 




学生が 1～3 年担当と 4～6 年担当に分かれ、勉強を教えた。算数の宿題を教えてもらった 2 年の女
子は「分かりやすかった」と笑顔だった。 
古林さんは「月日の経過とともに子どもたちの表情が明るくなり、勉強に取り組む姿勢も前向き
になってきた」と心の変化について説明。相談事も現実感のあるものに変わってきたという。」                      
三陸河北新報社記事： 24．6．7～8より 
6）『子ども達の心を守るためにもう一度』のリーフレット作成 
 大街道小学校の 4 学年主任及川教諭・佐藤養護教諭に協力頂き全家庭用お便りを制作。 
「絆は消えない」の見出しで、松本大学臨床心理士が信州から続く被災地支援として 2 年間月 1 回
訪問で親子の心を支援続けた。                信濃毎日新聞：25．3．11より 
7）1 年目に引き続き絆の木は 2 本に成長！～まだまだ続く絆の木！ 
 
≪授業参観後『笑点大切り』出演児童に囲まれて！≫    ≪全家庭へお便り配布≫ 
















































 大街道小学校からは、3 年～6 年の児童 95 名、保護者 6 名、教職員 5 名、付き添い看護師 2 名の


















②グループリーダー（生活班）：2 泊 3 日のホテル（浅間温泉での活動）での児童の世話をする係。





Ｃの 3 コースに分かれて、担当の教員や地域の皆さんと協力してプログラムを進める。 
④ミニ縁日班:浅間温泉の皆さんと協力して、縁日の準備と運営を担当。最後の花火の準備も行う。 
 
 7 月 17 日にサマーキャンプ参加者名簿が大街道小学校より届き、19 日には大街道小学校参加教
員名簿が届いた。これを受けて、7 月 23 日に参加児童へしおりや健康チェックシートなどを送付。 
7 月 24 日～8 月 4 日には、各コース別に準備が進められた。7 月 26 日学生プログラムリーダー
打合会 7 月 27 日グループリーダー（生活班・学生）打合会。8 月 3 日合同の最終打合せが行わ
れた。8 月 5 日送迎班が石巻に向けて JR にて出発。いよいよ松本大学サマーキャンプがスター
トしたのである。 
（2）サマーキャンプの活動状況 
















・途中高速道路にて事故渋滞にあい、2 時間遅れの 18 時ごろに浅間温泉到着。一時間程休んで、19
時に皆そろって夕食。いよいよサマーキャンプのスタート。今夜は温泉に入ってゆっくり休み、明
日に備える。 
・8/7 サマーキャンプ 2 日目 
9 時、各々のバスに乗って各コースの会場へ移動し、体験学習の開始。 
・Ａコースの活動内容 －松本城下町ラリー「城下町のナゾをときあかせ！」－ 







・Ｂコースの活動内容  －自然体験コース「夏の暑さをふきとばせ！」－ 
        梓川川遊び、鱒の掴み取り、野菜の収穫、バーベキュー、心も体もリフレッシュ！  










・Ｃコースの活動内容  －安曇野・八面大王コース「八面大王に会いに行こう！」－  






















































































































































1 2 3 4 5 6 計
1 4/12 木 4/13 金 1 1 2 4
・新年度最初のカウンセリング活動
・「絆の木」、メッセージボードづくり












9 15 21 27 20 16 108 木村晴壽
3 5/24 木 5/26 土 1 5 6 ・学習支援・被災地視察 9 17 16 29 24 27 122
尻無浜博
幸
4 6/7 木 6/9 土 1 5 6 ・カウンセリング・学習支援(宿題対応) 11 16 19 23 22 23 114 古林康江




10 16 18 28 24 24 120 佐藤哲朗




8 11 13 23 19 21 95 白戸洋




10 16 13 16 0 19 74 尻無浜博幸
8 7/12 木 7/14 土 1 6 7 ・カウンセリング・学習支援 10 14 17 28 16 25 110 古林康江




10 9/6 木 9/8 土 1 6 7 ・学習支援・被災地視察 6 10 24 24 14 18 96
尻無浜博
幸
11 9/13 木 9/15 土 1 6 7 ・カウンセリング・学習支援 10 16 17 18 14 18 93 古林康江
12 9/20 木 9/22 土 1 4 5 ・学習支援・被災地視察 11 19 24 15 14 12 95
松田千壽
子





























































1 2 3 4 5 6 計




14 18 20 23 9 15 99 尻無浜博幸
14 10/11 木 10/13 土 1 4 5 ・カウンセリング・学習支援 11 17 18 20 6 16 88 古林康江
15 10/25 木 10/27 土 1 7 8 ・学習支援・被災地視察 11 18 22 16 4 15 86 宮坂佳典




7 10 9 10 9 7 52 尻無浜博幸
17 11/8 木 11/10 土 1 1 ・カウンセリング 0 古林康江
18 11/15 木 11/1７ 土 1 6 7 ・学習支援・被災地視察 14 14 17 17 8 15 85 木村晴壽
19 11/29 木 12/1 土 1 4 5 ・学習支援・被災地視察 11 14 21 17 11 13 87 木村晴壽
20 12/6 木 12/8 土 1 7 8 ・学習支援・被災地視察 13 8 19 13 1 4 58 田中雅俊




7 9 14 8 1 9 48 古林康江




11 15 19 13 3 8 69 古林康江
23 1/24 木 i/26 土 1 7 8 ・学習支援・被災地視察 14 19 22 10 3 14 82 木村晴壽




10 8 8 0 0 7 33 白澤聖樹
25 2/21 木 2/22 金 1 1 7 9
・カウンセリング・学習支援
・被災地視察・来年度の支援打合せ 11 15 14 14 12 10 76 古林康江木村晴壽




8 10 11 8 9 12 58 尻無浜博幸
27 3/14 木 3/15 金 1 1 カウンセリング 0 古林康江
8 6 2 82 98 142 175 214 ## 76 145 921










































































１．松本大学関係団体寄付・関係者募金 旅費・交通費 交通費　送迎　バス3台分　2泊3日 1,248,000
教職員・学生 35,000 交通費　松本市内移動　　3台分 97,646
松本大学 97,646 132,646 その他　タクシー代、駐車料金代 2,830
宿泊費　（124名） 1,493,040 2,841,516
２．外部からの援助
団体 268,000 食糧費 昼食代　　3回分 141,857
企業 18,900 286,900 飲料水　　3日分 41,776
送迎担当者食事代 30,171 213,804
３．補助金 (注１）
財団法人　ＪＫＡ 2,995,000 通信費 案内、しおり等送付他 18,490
消耗品 ネームプレート、文房具、救急セット他 253,249























































掲載紙 タイトル 対象 氏名１ 学科 学年 氏名２ 学科 学年 氏名３ 学科 学年
1 2012/4/20 （金） 信濃毎日 松本大学生が「学習支援」石巻の小学校拠点にボランティア 教員・学生 尻無浜　博幸 岡村　寿秀 Ｔ 3
2 2012/4/25 （水） 信濃毎日 宮城・石巻の小学校で学習支援 学生 由上　綾華 Ｓ 1 滝沢　勇気 Ｓ 1
3 2012/4/26 （木） 中日 松本大２年目の誓い　震災支援プロジェクト　学習支援 教員・学生 尻無浜　博幸 岡村　寿秀 Ｔ 3
4 2012/4/27 （金） 中日 松本大２年目の誓い　震災支援プロジェクト　心のケア 教員・学生 中山　文子 古林　康江 遠藤　舞香 Ｔ 3
5 2012/5/11 （金） 信濃毎日 松本大生、石巻で支援開始　被災児童に寄り添い宿題指導 学生 壇原　美咲 Ｓ 1
6 2012/5/11 （金） 中日 被災地小学校に大学生先生　松本大が石巻に拠点 学生 石垣　実紀 Ｓ 1
7 2012/5/28 （月） 中日 時のひと　被災児童の学習後押し 教員 尻無浜　博幸
8 2012/6/9 （土） 石巻かほく 松本大、勉強お手伝い　定期的に大街道小訪問 教員・学生 古林　康江 木村　春壽
9 2012/7/21 （土） 信濃毎日 石巻の児童招いてキャンプ　松本大生有志昨年に続き 学生 岡村　寿秀 Ｔ 3
10 2012/8/8 （水） 市民タイムス 石巻の児童　信州の夏満喫　松本大被災地支援で85人招待 学生
11 2012/8/9 （木） 信濃毎日 被災児童の笑顔　力もらった　支援キャンプ運営　３年の遠藤さん 学生 遠藤　舞香 Ｔ 3
12 2012/8/9 （木） 中日 石巻の児童招きミニ縁日　松本大生昨年に続いて企画 学生
13 2012/8/23 （木） タウン情報 被災地児童らとキャンプ　松本大と石巻の大街道小が体験交流 教員・学生 尻無浜　博幸
14 2012/9/18 （火） 信濃毎日 復興支援各地から　県内７大学で合同募金へ 学生
15 2012/10/14 （日） 信濃毎日 復興願う「石巻焼きそば」松本大生、ことしも学祭に被災地グルメ 学生 岡村　寿秀 Ｔ 3
16 2012/10/21 （日） 信濃毎日 石巻焼きそば大学祭で模擬店　松本大生復興願い販売 教員・学生 尻無浜　博幸 岡村　寿秀 Ｔ 3 鎌倉　奈美 Ｔ 2
17 2012/11/9 （金） 読売 放射線影響に高い関心　医療ルネサンス松本フォーラム 学生 枝　美沙希 Ｓ 2
18 2012/12/7 （金） 信濃毎日 松本大、石巻の児童にアンケート　震災ＰＴＳＤ可能性５％ 教員 古林　康江
19 2013/2/8 （金） 日本経済 古本集めて寄付金に　被災地支援などに活用
20 2013/2/14 （木） 日本経済 松本大、古本募金で被災地支援
21 2013/3/8 （金） 市民タイムス 石巻の子供　笑顔で勉強　松本大・学習支援１年 教員・学生 尻無浜　博幸 岡村　寿秀 Ｔ 3
22 2013/3/11 （月） 信濃毎日 絆は消えない　親子の心をケアし続け 教員 古林　康江
23 2013/3/22 （金） 信濃毎日 松本大　石巻支援を継続　震災３年目小学校の要望受け 学生 岡村　寿秀 Ｔ 3 遠藤　舞香 Ｔ 3
掲載日
Ｔ：観光ホスピタリティ学科　　Ｓ：スポーツ健康学科
164 
